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ABSTRACT
Progressesandfuture prom)ect of laserfusion reseauchand developments of仙m handling
techmiques for laserfusionare reviewed.lmplosion physics of laserfusion targets toward cenぬl
i如tion has beenintensivelyinvestigated for morethan30 years. Numerousmilestones such as high
densitycompression and heating offusionfuel have been achieved. Rec孤tly a new scheme named fast
ig血on is opened bythe development ofhighlyintensive laser teclmology. Bothbythe central i卯ition
and die fast iglition schemes,fusion lgmtlOn and bumWill be demonstratedindle near future. Sincethe
early stage of laserfusion research, DTfuel has beenintroducedinthe implosion experrments.
Numeroustechmiques, such as DT gas filling over 1000 ahospheric pressureinto die glass and plastic
sheli targets, formation ofuniformcryogemiC DT layer on the inner wall of shell target, cleaning of target
chamber walland recovery system of DTfuel aRerthe experiments,and safetysystem to preclude





























































































M- (4Jd3) pR3 - (叫3) (伸)3/C






行わず固体密度b- 0.21 9cm3)のままであったとすると､ FZR - 3 9cm2を得るために必要
な燃料の質量は2.5 kgにもなってしまう｡燃料を固体密度の1000倍b = 210 9cm3)まで
圧縮できれi軸R - 3 9cm2を得るために必要な質量は6桁減少し､ 2.5 mgでよいことになる｡
単位体積あたりのプラズマのエネルギーE, - (3/2) nkTとレーザーからプラズマへの結合
効率77を用いて､このようなプラズマを生成するに必要なレーザーエネルギーはEL -Epm!77 -
(3/2) kTM/mur77と書ける｡ここにnはプラズマの数密度､ Vは圧縮されたプラズマの体積(V
= (4Td3) R3)､ mu,はDTの質量である｡ 77 - 0.05とすると､核融合点火に必要なレーザーエ
ネルギーはEL ～ 10 kJとなる｡これが1972年に米国から提案された爆綿の概念である｡こ
の計算はあまりにも単純すぎるが､ EL ～ loo kJで核融合点火が実現できると考えられている｡
詳細は文献【19]を参照されたい｡
最後にレーザー核融合におけるローソン条件を求める｡よく知られているように､核融合
によるエネルギー生成条件(ローソン条件)は､閉じ込め時間をTとして､ n･r = 1014cm13sec
で与えられる｡レーザー爆縮により圧縮･加熱された燃料は音速G (10 keVのプラズマに
対しCs ～ 108 cm/S)で膨張して密度が低下する｡実効的な閉じ込め時間(核融合燃焼の持続
時間)は7-R/4Cs程度[19]と考えられるので､ n･r-pR/4mDTCsと書ける｡核融合燃焼条件(顔










































波により圧縮する方式である｡その後､核融合点火に必要な温度(5 - 10 keV)まで加熱す
















度は向上し, 1988年激光Ⅹ¶号(0.53 Lm､出力8 kJ)と重水素化したプラスチック(CD)
シェルターゲットを用いて固体密度の600倍までの圧縮が実証された【9, 25]｡この密度は核

































































大阪大学ではこの成果を下にして､ 2003年より高速点火実証実験(Fast lglition Realizadon
Experiment: FIREX)計画を推進している[16]｡第1期(FIREX-I)では追加熱レーザーの出






















内で実施することが可能となった【28】｡当初のトリチウム取扱量は年間100 Ci (3.7 TBq)で









ム取り扱い設備【29]を見てみよう｡ロチェスター大学では60ビーム､ 30kJ (351 nm)の
OMEGA増力レーザー(1995年完成)を用いてレーザー核融合研究を行い､ 1996年よりDT
ガス充填ターゲットを用いた爆縮実験を開始した｡現在のトリチウム取扱量は1 g (1♂ ci､
370 TBq)であるが､ DTクライオターゲットの導入に向けてトリチウム取り扱い設備の拡
充を計画している｡







































































計されているターゲットは直径～2mmのBe/Cu中空球内面に厚さ80 - 100 pmの固体DT
層を持つものである[31]｡このようなターゲットは､まず室温で1000気圧を超える高圧の
DTガスを燃料容器内に充填した後､ 18 K程度の極低温まで冷却するという過程を経て製作






Fill Stadon, DTHPS)､ FTS､クライオスタット可動カート(Moving Cryostat Transfer Cart
MCTC)はクライオターゲット実験専用の設備である｡ DTガスをTFSからDTHPS内のク











































































｢KOYO-Fast｣の基本仕様は､ 1.1 M､ 32ビームの爆縮用レーザーと100灯､ 1ビームの
加熱用レーザーにより200 Mの核融合エネルギーを生成するというものである｡炉チャン
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